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群馬原水協便り
2020年２月６ 日 №６２

ニューヨーク行動参加者第１回事前交流学習会
１月２５日前橋の協立病院
でニューヨーク行動参加者（現
時点で群馬から８名参加表明）
中、５人が参加して事前学習
交流会を行いました。
今年のビキニデー集会パン

フを読合い、情勢討議をしま
した。最新の核兵器禁止条約
の批准国が35カ国になったこ
とも確認して交流会。

【自己紹介や参加への思い】
★小野里正子さん（新婦人）
新婦人平和部会、全退教役員、
合唱団「こだま」に属し歌声
大会で長崎を訪れ、NY行動
に長崎の合唱団の人も多数参
加することを知り、私も歌声
で関わりたいと。ボストンで

（大崎さん・原田さん・飯嶋さん・堀越さん・小野里さん） は博物館に行きたい。地域に
入って署名行動も行っています。今は孫の世話で十分活動できていないが、より沢山の署名を集
めて行きたい。

★大崎 章さん（全群退教）年金者組合等。５年前にNY行動参加の話があったが、胃を切った
ばかりで体力的に自信がなくて…。今回全群退教から勧められ日程的にも都合付きそうなので…
本当はもっと若い人に行ってもらいたいが年金者組合では若手なので…。アメリカは初めてだし
NY行動を体験して学んできたい。

★飯島 昭司 さん（碓氷安中原水協）高崎民商。昨年は民商の代表で広島大会に参加し。資料
て る じ

館等で現実のすさまじさを思い知らされました。今年は安中地域の代表で長崎大会に参加しまし
た。平和行進のまとめの会で、「二つの大会に参加したんだから、仕上げにニューヨークの世界
大会にも是非！」と誘いを受け、商売の自動車整備工場は息子達に受け継いだので時間的余裕も
有り、行く事を決意しました。安中地域では月２回、地域での署名活動を行っています。

★原田恵美子さん（県原水協事務局）現職教職員組合（全群教）のお手伝いをしながら、昨年
の５月から原水協のお手伝いをしているので、事務局といってもまとめ役的な事は出来ないです。
昨年の２月にコスタリカに行った時、コスタリカでは核兵器禁止条約の事を一生懸命やっている
のに、一番訴えなくてはいけない日本がそっぽを向いている…平和繋がりで、私は平和の運動を
ちゃんとやるよう…ニューヨークに行くようになっていたんかなあ…。今まで署名を真剣にやっ
ていなかったが高校の同窓会で署名を呼びかけたり、家にくる保険外交員に預かってもらったり
…。ニューヨークをきっかけに、自分の動きがしっかり出来れば…。

★堀越 光明さん（平和委員会）協立病院を６月に退職。３日前に行かないかいと言われまし
た。断る理由は見つからなかったのですが、最大の弱点は自覚の足りなさです。批准国が５０を
超えたとしても、批准しない国が核を持っているわけで、その後の展望がよく分からないので、
ニューヨークでの世界大会を通じて、少しでも確信の持てるようになりたいと思っています。
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核戦争による人類の絶滅を回避するために 今なすべきこと
ー日本原水協の「核兵器廃絶・枯葉剤被害者・被爆者支援代表団」
ベトナム行動に参加して

原水爆禁止群馬県協議会代表理事 滝沢 俊治

2017年７月７日の国連会議で122カ国賛同により「核兵器禁止条約」が採択されました。
この条約は、核兵器の使用はもちろん、保持・製造・威嚇のすべてを違法とし、５０カ国
の批准により発効します。現時点では35カ国が批准を終え、発効まであと15カ国の批准
署名が必要です。
この国連会議に際しては、米・ロ・英・仏・中国の核兵器保有５カ国は、条約の成立を

妨害し、会議には出席さえしませんでした。また、それらの国の同盟国であるNATO諸国
や日本も追随して条約成立に反対しました。これらの国々の政府は、核兵器の存在が人類
の絶滅につながることを未だに正しく認識できていないのです。日本は、唯一の戦争被爆
体験国であり、本来ならば、日本政府はこの条約の積極的な提唱者であるべきですが、最
大の核兵器保有国・アメリカに追随して、核兵器廃絶の責任を放棄してしまいました。

しかし広島・長崎の被爆者は違います。被爆から75年、生き残ったヒロシマ・ナガサキ
の被爆者は、「人類は今、破滅への道を進むのか、命輝く青い地球をめざすのか岐路に立た
されています」として、「被爆者は、すみやかに核兵器廃絶をねがい、核兵器を禁止廃絶す
る条約を結ぶことを、すべての国に求めます」という要求を掲げた国際署名運動を進めて
います。2017年にICANのノーベル平和賞授賞式で受賞講演を行ったサーロ節子さんもこ
の運動呼びかけ人に名前を連ねています。原水爆禁止日本協議会（日本原水協）もこの呼
びかけに応えて、全国の地域・職場・学園で署名運動を行ってきました。被爆者国際署名
事務局がまとめた昨年10月末での到達数は10,517,872の個人署名、自治体首長署名数は
1,200筆となっています。

この運動をさらに大きく広げ、世界で億単位の署名を集めることを視野に、日本原水協
中央は①東アジア諸国連合での非核・平和リーダー国のベトナムとの友好協力、とりわけ
ベトナム平和委員会と協力してこの署名活動を進めること、さらに、②日本の被爆者とベ
トナムの枯葉剤被害者が連帯して世界に被害の実相を知らせ、核兵器と生物化学兵器の廃
絶と被害者への補償・支援を要求すること。③ベトナムの若い世代・大学生と交流し、被
爆者署名を広げること、以上の課題を担う「日本原水協ベトナム訪問代表団」を組織した
のでした。

日本原水協がこの企画を発表して、参加者の募集広告を10月15日の平和新聞に出すま
で、私はこのような企画があることを全く知りませんでした。
早速事務局に問い合わせの電話をしたところ、たまたま電話口に出たのは、今回の代表

団長を務められた高草木代表理事なのでびっくりしました。
その後事務局の土田さんから、この代表団の行動日程プログラムなどを送って頂いた後、

この代表団に加わることを決断したのですが、その非常に綿密な計画に感心しました。
代表団の構成は、被爆者２名、被爆二世１名、県原水協・平和委員会４名、映画監督１

名、原水協本部２名、他１名でした。ベトナムでの被爆者署名運動の進展に期待している
ところです。

2020、3,1ビキニデー集会参加表明者…10名（1月 30日現在）目標１５
・館林平和委員会（山中さん）・全群退教（亀山さん）・全群教（亀山さん）・碓氷安中原水協
（飯島さん） ・県平和委員会１ ・新婦人２（富岡地域より）・事務局３（丹羽・鬼形・原田）

２月８日（土）午前10時～日本原水協安井事務局長の講演・学習交流会
前橋協立病院 組合員ホール２階に、各地域・団体より複数の参加をお願いします。


